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子
吉
川
の
河
川

　
　
敷
は
近
く
に
病
院

　
　
や
保
育
園
な
ど
が

存
在
し
、
散
歩
や
運
動

療
法
な
ど
利
用
者
は
多

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

元
々
は
ご
み
が
散
乱
し
、

決
し
て
き
れ
い
で
は
な

か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

故
木
谷
豊
四
さ
ん
を
中

心
に
、
平
成
７
年
、
前

身
と
な
る
「
水
清
く
、

美
し
い
子
吉
川
に
す
る

会
」
を
発
足
し
、
平
成

８
年
か
ら
は
現
在
も
続

く
春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
後
平
成
12
年
、

医
療
・
福
祉
関
係
者
や

地
域
住
民
で
構
成
す
る

「
子
吉
川
癒
し
の
川
づ

く
り
検
討
会
」
が
建
設

省
（
現
国
土
交
通
省
）

の
主
催
で
設
立
。
よ
り

よ
い
河
川
づ
く
り
を
目

指
す
中
で
「
施
設
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、
住

民
の
利
用
の
仕
方
や
一

人
一
人
の
心
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
」
と
い
う

意
識
が
高
ま
り
、
同
年

12
月
、
子
吉
川
市
民
会

議
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
は
15
人
、

主
に
友
水
公
園
や
せ
せ

ら
ぎ
パ
ー
ク
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
、
花
壇
へ
の

植
栽
な
ど
の
美
化
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
秋
の
名
月
に
は

河
川
敷
で
雅
楽
や
民
謡

踊
り
な
ど
の
芸
能
鑑
賞

を
楽
し
む「
月
見
の
宴
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
春
と
秋
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
は
地

域
住
民
や
市
内
企
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
毎
年

約
３
０
０
人
参
加
し
、

６
月
第
１
週
日
曜
日
に

行
う
「
花
い
っ
ぱ
い
活

動
」
で
は
ゆ
り
支
援
学

校
関
係
者
な
ど
約
２
０

０
人
の
参
加
者
が
い
る

お
か
げ
で
、
当
初
半
日

以
上
か
か
っ
て
い
た
も

の
が
、
今
で
は
１
時
間

弱
で
作
業
が
終
了
す
る

そ
う
で
、
会
員
の
地
道

な
活
動
、
啓
発
が
実
を

結
ん
で
い
ま
す
。

　「
今
で
は
ご
み
が
ほ

と
ん
ど
無
く
な
っ
た
。

散
歩
な
ど
に
利
用
し
て

い
る
人
か
ら
『
き
れ
い

に
な
っ
た
ね
』
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と

会
長
の
齋
藤
悟
さ
ん

（
69
歳
・
後
町
）
は
話

し
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
き
れ

い
な
河
川
敷
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
。
会
で
は

「
花
壇
サ
ポ
ー
タ
ー（
世

話
係
）」
と
し
て
、
分

担
制
で
水
や
り
な
ど
花

の
手
入
れ
を
し
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
齋
藤
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
『
子
吉
川
癒
し

の
川
づ
く
り
』
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
活
動
を
続
け

た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

平成12年設立。子吉川河川敷の環境
美化を主な活動に、みんなで触れ合
えるきれいな子吉川づくりを目指し
た取り組みを行っています。

会長の齋藤悟さん（69歳・後町）。「子吉川が
市民憩いの場となってほしい」と話します。

←↑６月３日に行われた
「花いっぱい活動」の様子。
マリーゴールド、ベゴニア
など3,000株を植栽しまし
た。

新
コ
ー
ナ
ー
の
「
熱
中
夢
中
（
ね
っ
ち
ゅ
う

む
ち
ゅ
う
）
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
は
「
子
吉
川
市
民
会
議
」
で
す
。

市
内
で
活
動
す
る
団
体
を
紹
介

熱
中　夢
中

1

「子吉川癒しの
　  川づくり」を目指して
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Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー
 ふれあい
　サイドストーリー

　さつきプロジェクトは、平成28
年の小学校合併時に上川大内小
から引き継いだものです。本間
光幸校長は「上川大内からさつき、
下川大内から梵天の素晴らしい
伝統をそれぞれ引き継いで大切
にしている。こうした学校の活動
に地域の皆さんが熱心に協力し
てくださるのも良い伝統ですね」
と顔をほころばせました。
　指導にあたったさつき研究会
の阿部元さんは「子どものうちか
ら植物に触れるのはいいこと。声
が掛かればこれからも協力して
いきたいです」と笑顔で汗を拭
いました。

　旧大内町の花・さつきを育て、
ふるさとを花でいっぱいにする活
動「さつきプロジェクト」の植え
替え集会が、６月６日に大内小
学校で行われました。会には植
え替えを指導する地元のボラン
ティアのほか、児童たちの家族も
数多く駆け付け、みんなで一緒
に作業に取り組みました。
　佐々木颯太君（６年）は「３
回目なので慣れてきて前より手
際よくできた。大内の伝統をみ
んなで受け継いでいくのはいい
ことだと思うので、来年からもプ
ロジェクトが続いていってほしい
です」と今後に期待を寄せました。

地域の皆さんと共に   大内小 「さつきプロジェクト」 ３年目！
植え替えした一人一鉢の
さつきを持って記念撮影。
これから水やりなどの管
理を続けていきます。

はさみを持って、
真剣な表情で剪定。

「どうやるの？」
「これはね…」

！

子吉川市民会議
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　チャレンジデー２０１８が５月30日に開催されました。今年で６回目となる本市は参加率が82.0％を記録し、
昨年に比べて1.0％上回る結果となりました。
　対戦相手の鹿児島県霧島市の参加率（84.0％）には及ばなかったものの、当日は市内各地で運動やスポーツで楽
しく汗を流す参加者の姿が見られ、活気ある１日となりました。
　チャレンジデーをきっかけに、日頃から体を動かし、健康的な生活を送りましょう。ご協力ありがとうございま
した。

地域の女性セミナーで昨年に続き参加しま
した。チャレンジデーだけでなく、週１回筋
力トレーニングをしたり、移動に自転車を
使ったり体を動かすことを心がけています。

↑みんなでダンス in 道の駅（西目）→

グラウンドゴルフ大会（大内）

中学校に入って剣道を始めてから体を動か
すことの楽しさがわかってきました。岩城
中では「全校武道」をやっていて、精神が鍛
えられるし相手を思いやることができるよ
うになってきていると思います。

佐々木良子さん
（74歳・前郷）

鈴木　裕子さん
（69歳・前郷）

グラウンドゴルフ協会主催で
チャレンジデーにあわせて大会
を開催しており、毎年参加してい
ます。とても良いことと思うし、
来年以降も続けて欲しいです。

成田　正雄さん
（83歳・岩谷町）

〜参加者の声〜

参加者 参加率※64,297人 82.0％
岩
城
中
学
校
全
校
武
道（
岩
城
）

※参加率…当日、市内で15分以上運動
　　　　　した人の人口に対する割合

西
目
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち（
西
目
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
ウ
オ
ー
ク（
本
荘
）
本
荘
ご
て
ん
ま
り
賛
歌（
本
荘
）

運動、スポーツを通じて

卓
球
バ
レ
ー
体
験
会（
由
利
）

カ
ダ
ー
レ
で
ダ
ン
ス（
本
荘
）

ヨ
ー
ガ
教
室（
矢
島
）

清
徳
幼
稚
園
・
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち（
本
荘
）

三浦　紫苑君
（岩城中・２年）
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「
ガ
ニ
」
尽
く
し
の
１
日
楽
し
む

第
14
回
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り

鳥
海
の
山
々
の
恵
み
が
盛
り
だ
く
さ
ん

第
３
回
笹
子
山
菜
ま
つ
り

　
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り
が
５
月

20
日
に
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア

パ
ル
で
開
か
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。
ま

つ
り
は
、
子
吉
川
の
自
然
の
恵

み
を
「
見
て
」
「
触
っ
て
」
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
子
吉
川

水
系
漁
業
協
同
組
合
本
荘
地
区

の
組
合
員
な
ど
で
作
る
実
行
委

員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
こ

の
日
は
子
吉
川
で
取
れ
た
モ
ク

ズ
ガ
ニ
約
５
千
匹
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。

　
つ
か
み
取
り
で
は
子
ど
も
た

ち
が
軍
手
を
付
け
て
人
工
池
に

入
り
、
水
し
ぶ
き
と
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
夢
中
で
カ
ニ
を
追
い

掛
け
ま
し
た
。
秋
田
市
か
ら
訪

れ
た
田
村
結
花
さ
ん
（
９
歳
）

　
第
３
回
笹
子
山
菜
ま
つ
り
が

５
月
20
日
、
道
の
駅
「
清
水
の

里
鳥
海
郷
」
特
設
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
笹
子
地
区

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
各
町
内
会

や
婦
人
会
、
商
店
会
な
ど
で
組

織
す
る
笹
子
地
域
づ
く
り
実
行

委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
ワ
ラ
ビ
や
ウ
ド
、

タ
ラ
の
芽
な
ど
採
れ
た
て
の
山

菜
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
笹
子

地
区
の
四
季
を
写
し
た
写
真
展

も
開
催
さ
れ
、
山
菜
は
午
前
中

に
品
切
れ
に
な
る
な
ど
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
佐
藤
弘
志
会

長
は
「
雪
深
い
所
な
の
で
、
春

に
な
る
と
そ
の
雪
解
け
水
が
お

い
し
い
山
菜
を
育
て
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

人気を集めたガニのつかみ取り

市
内
３
小
学
校
で
「
人
権
の
花
」
運
動

思
い
や
り
の
心
で
花
を
育
て
よ
う

花を植栽する岩城小の児童

美
し
い
風
景
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

第
９
回
鳥
海
高
原
菜
の
花
ま
つ
り

　
本
市
と
に
か
ほ
市
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
歩
く
「
第
１
回

秋
田
鳥
海
眺
望
の
み
ち
ツ
ー
デ

ー
マ
ー
チ
」
が
、
５
月
26
日
〜

27
日
の
２
日
間
に
か
け
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

１
個
人
・
２
団
体
を
表
彰

市
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会

　
市
の
文
化
財
保
護
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
文
化
財
保
護
団
体
連

合
会
（
仲
川
成
章
会
長
）
の
表

彰
式
が
、
５
月
17
日
に
本
荘
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
佐
々
木
勇
さ

ん
（
78
歳
・
加
賀
沢
）
に
文
化

財
保
護
功
労
賞
が
、
猿
倉
人
形

芝
居
木
内
勇
吉
一
座
（
木
内
雄

之
座
長
）
、
鳥
海
小
学
校
（
佐

藤
弘
之
校
長
）
の
２
団
体
に
同

奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
鳥
海
小
学
校
の
佐
藤
校
長
は

「
地
元
の
方
々
の
温
か
い
目
と

ご
助
力
の
お
か
げ
で
民
俗
芸
能

学
習
が
実
施
で
き
て
い
る
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

左から木内座長、佐藤校長
（佐々木さんは欠席）

　
今
年
で
９
回
目
と
な
る
鳥
海

高
原
菜
の
花
ま
つ
り
が
、
５
月

23
日
〜
29
日
に
か
け
て
矢
島
地

域
桃
野
地
区
な
ど
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
の
26
日
と
27

日
は
、
秋
田
県
立
大
学
の
学
生

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、
菜
の
花
摘

み
取
り
体
験
な
ど
、
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
客
は
鮮
や
か
な
黄
色
の

菜
の
花
と
雄
大
な
鳥
海
山
を
眺

め
、
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
な

ど
ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

鳥
海
高
原
の
大
自
然
を
歩
く

第
１
回
秋
田
鳥
海
眺
望
の
み
ち
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

　
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
花

を
育
て
る
こ
と
で
、
命
の
大
切

さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
、
全
国
の
小
学
校

な
ど
で
「
人
権
の
花
」
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で

は
本
年
度
、
岩
城
・
新
山
・
矢

島
の
３
小
学
校
が
こ
の
運
動
に

取
り
組
み
、
花
の
植
栽
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
岩
城
小
学
校
で
は

５
月
25
日
、
全
校
児
童
２
２
５

人
で
約
１
９
０
本
の
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
と
ジ
ニ
ア
プ
ロ
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

進
藤
快
さ
ん
（
６
年
）
は
「
み

ん
な
が
幸
せ
で
暮
ら
し
や
す
い

学
校
に
な
る
よ
う
願
い
な
が
ら

植
え
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　市長の長谷部です。５月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
羽
越
新
幹
線
整

備
促
進
秋
田
地
区
同
盟
会

会
長
と
し
て
、
新
潟
駅
で
行

わ
れ
た
記
念
式
典
に
出
席
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
高
架
駅
開
業
で
、
新
幹
線

と
在
来
線
の
乗
り
換
え
が
同
一
ホ
ー

ム
と
な
り
、
秋
田
・
庄
内
地
域
〜
東

京
間
の
往
来
が
飛
躍
的
に
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、

羽
越
新
幹
線
の
実
現
に
向
け
て
、

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
要
望
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

５月２日（水）
○国際ソロプチミスト本荘　表彰報告
　（応接室）

　
第
32
回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

ア
メ
リ
カ
日
本
北
リ
ジ
ョ
ン
大
会

に
お
い
て
奉
仕
活
動
実
践
賞
大
賞

を
受
賞
さ
れ
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
本
荘
（
片
倉
昭
子
会
長
）
の

皆
さ
ま
が
、
ご
報
告
に
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
の
森
（
西
由
利
原
「
本

荘
水
源
の
森
」
内
）
で
の
、
長
年

に
わ
た
る
植
樹
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
。
こ
の
た
び
は
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

５月20日（日）
○新潟駅高架駅第一期開業および新幹線と
　在来線同一乗り換えホーム完成記念式典
　（新潟駅）

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
27
日
は
、

市
内
外
か
ら
参
加
し
た
４
６
８

人
の
ウ
オ
ー
カ
ー
が
南
由
利
原

青
少
年
旅
行
村
を
ス
タ
ー
ト
。

７
・
13
・
20
・
30
㌔
の
４
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
鳥
海
山
を
眺
め

な
が
ら
菜
の
花
畑
や
花
立
牧
場

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
菜
の
花
ま
つ
り
会

場
内
を
通
る
コ
ー
ス
で
は
、
参

加
者
が
ア
イ
ス
や
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
を
買
い
求
め
る
姿
も
。
高

原
の
風
と
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

は
「
カ
ニ
を
捕
ま
え
る
の
は
初

め
て
。
挟
ま
れ
て
ち
ょ
っ
と
痛

か
っ
た
け
ど
思
っ
た
よ
り
た
く

さ
ん
取
れ
た
。
食
べ
る
の
も
楽

し
み
で
す
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
生
ガ

ニ
や
ゆ
で
ガ
ニ
、
ガ
ニ
汁
の
販

売
、
稚
ガ
ニ
の
放
流
な
ど
も
行

わ
れ
、
来
場
客
が
「
ガ
ニ
」
尽

く
し
の
１
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

逃げたカニを追いかける子ども
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カ
ダ
ー
レ
へ
の

店
舗
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
を

目
的
と
し
た
店
舗
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
条
件

①
本
市
に
住
所
が
あ
る
団
体
ま
た

　
は
個
人
で
あ
る
こ
と
（
予
定
も

　
可
）

②
一
般
的
な
店
舗
で
販
売
す
る
商

　
品
と
共
に
、
物
産
館
的
な
特
色

　
を
持
つ
商
品
の
販
売
を
行
う
こ

　
と　希

望
者
向
け
説
明
会

日
時
　
６
月
29
日
㈮
　
13
時
半
〜

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
研
修
室
２

※

説
明
会
へ
の
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
６
月
27
日
㈬
正
午
ま
で
、

持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
の
い
ず
れ

か
で
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

参
加
申
込
書
や
募
集
要
項
な
ど

は
６
月
15
日
㈮
か
ら
生
涯
学
習
課

・
カ
ダ
ー
レ
・
ま
る
ご
と
売
り
込

み
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
同
日
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。

　
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
々
に
、
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
現
況
届
の
様
式
が
送
ら
れ
て
い

ま
す
。
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

や
提
出
が
な
い
場
合
は
、
年
金
の

支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
６
月
29
日
㈮

提
出
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
各
総
合
支
所
庶
務
班
（
産
業

課
内
）

「
農
業
者
年
金
現
況
届
」
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

3
窓
口
番
号
表
示
盤
な
ど
を

設
置
す
る
業
者
を
募
集
し
ま
す

4

1

☎
24―

６
２
５
９

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
24―

６
２
９
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

〒
０
１
８―

０
６
９
２

西
目
町
沼
田
字
弁
天
前

　
　
　
　
　
　
　
40
番
地
61

☎
32―

１
３
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
33―

２
２
０
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

下
水
道
使
用
の
手
続
き
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

  

排
水
設
備
工
事
は

  

指
定
工
事
店
で
行
い
ま
し
ょ
う

　
排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事
は
、

市
の
指
定
を
受
け
た
工
事
店
で
施

工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
無

届
け
工
事
や
無
届
け
使
用
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
使
用
料
を
徴
収
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
条
例
に
罰
則
規

定
が
あ
り
、
使
用
者
の
不
利
益
と

な
り
ま
す
。
指
定
業
者
が
工
事
を

行
っ
て
い
る
か
、
市
に
届
け
出
を

行
っ
て
い
る
か
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
正
し
い
手
続
き
で
下
水
道
へ

の
接
続
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
場

合
、
左
の
太
枠
部
分
の
よ
う
に
検

針
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

載
の
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

2

☎
24―

６
３
４
４

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
管
理
班

　
市
役
所
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
待

合
ロ
ビ
ー
に
番
号
表
示
盤
や
広
告

付
き
市
政
情
報
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

す
る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
６
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

応
募
方
法
　
募
集
要
項
を
ご
確
認

の
上
、
申
込
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※

募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
類
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※写真はイメージです

～下水道への早期の接続を
お願いします～

　
文
化
庁
は
５
月
24
日
、
７
道
県

の
11
市
町
で
構
成
す
る
日
本
遺
産

「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が

紡
い
だ
異
空
間
〜
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
〜
」
に
、
か
つ
て

「
石
脇
湊
」
と
「
古
雪
湊
」
の
二

つ
の
湊
が
栄
え
た
本
市
を
含
む
14

道
府
県
の
27
市
町
を
追
加
認
定
し

ま
し
た
。

　
石
脇
公
徳
館
と
ア
ク
ア
パ
ル
に

は
地
域
住
民
な
ど
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か

れ
ま
し
た
。
石
脇
と
本
荘
の
「
ま

ち
歩
き
案
内
人
の
会
」
の
案
内
で
、

御
番
所
跡
や
社
寺
な
ど
北
前
船
ゆ

か
り
の
地
を
巡
る
ま
ち
歩
き
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
石
脇
公
徳
館
で
は

石
脇
伝
統
芸
能
保
存
会
が
日
本
遺

産
の
構
成
文
化
財
の
一
つ
「
石
脇

さ
ん
ぶ
つ
」
を
披
露
す
る
な
ど
、

地
域
を
挙
げ
て
日
本
遺
産
の
認
定

を
祝
い
ま
し
た
。

　
５
月
25
日
、
中
国
の
大
連
で
行

わ
れ
た
「
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
前
夜
祭
で
認
定
証
を
授

与
さ
れ
た
長
谷
部
市
長
は
、
追
加

認
定
さ
れ
た
27
市
町
を
代
表
し
て

「
追
加
認
定
さ
れ
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
本
市
に
も
皆
さ
ん
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

【
日
本
遺
産
と
は
】

　
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を

通
じ
て
わ
が
国
の
文
化
・
伝
統
を

語
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
、
「
日

本
遺
産
」
と
し
て
文
化
庁
が
認
定

す
る
も
の
で
す
。
文
化
財
そ
の
も

の
が
認
定
の
対
象
で
は
な
く
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な

い
魅
力
あ
る
有
形
・
無
形
の
文
化

財
群
を
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内

だ
け
で
な
く
海
外
へ
も
戦
略
的
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

【
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
】

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が

　
　
　
　
　
　
　紡
い
だ
異
空
間

〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜

　
日
本
海
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
は
、

山
を
風
景
の
一
部
に
取
り
込
む
港

町
が
点
々
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
港
に
通
じ
る
小
路

が
随
所
に
走
り
、
通
り
に
は
広
大

な
商
家
や
豪
壮
な
船
主
屋
敷
が
建

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
寺
に
は
奉
納
さ
れ
た

船
の
絵
馬
や
模
型
が
残
り
、
京
な

ど
遠
方
に
起
源
が
あ
る
祭
礼
が
行

わ
れ
、
節
回
し
の
似
た
民
謡
が
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
港
町
は
、
荒
波
を
越

え
、
動
く
総
合
商
社
と
し
て
巨
万

の
富
を
生
み
、
各
地
に
繁
栄
を
も

た
ら
し
た
北
前
船
の
寄
港
地
・
船

主
集
落
で
、
時
を
重
ね
て
彩
ら
れ

た
異
空
間
と
し
て
今
も
人
々
を
引

き
つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

本
市
が
追
加
認
定

「北前船寄港地フォーラム」の前夜祭で認定証を手にする長谷部市長（左から４人目）

くす玉を割って日本遺産の追加認定を祝った
セレモニー（アクアパル）

！！

日
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港
地
」

祝

祝い唄の一種「石脇さんぶつ」を披露する保存会の
皆さん（石脇公徳館）
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※お住まいの地域に限らず、市民の方はどの会場でも健（検）診を受けることができます。 
※事前申し込みが必要な健（検）診があります。詳しくは、健康管理課または各地域の市
民サービス課へお問い合わせください。  

各種健（検）診7月

15 Yurihonjo city public Relations. 2018

健
康

だ 

よ 

り

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　
ま
た
は
各
地
域
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

▶▶催し

乳がん検診
子宮がん・

婦人科超音波検診
ＨＰＶ検査

骨粗しょう症検診

肺がん検診

大腸がん検診

胃がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

鳥海

大内

肺がん検診
大腸がん検診
胃がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

乳がん検診
子宮がん・

婦人科超音波検診
ＨＰＶ検査

■がん体験者のつどい
　語り合って、心を軽くしましょう。
日時　６月24日（日）10時～ 12時
会場　鶴舞会館　第１研修室
対象　がんの体験者やその家族、関心
　　　のある方
内容　不安や悩みなどの情報交換
※申し込み不要・参加無料
※飲み物は各自ご持参ください。
問　由利組合総合病院がん相談支援セ
　　ンター　　☎２７－１２００

実施地域 健（検） 診 名 実 施 日 会　場

東由利

本荘

 ２日（月）

２日（月）

３日（火）

４日（水）

５日（木）

６日（金）

９日（月）

３日（火）

４日（水）

５日（木）

６日（金）

９日（月）

20日（金）

23日（月）

19日（木）

20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

27日（金）

13:30～14:00

７:00～10:00

12:30～14:00

12:30～13:00

７:30～ ８:30

７:30～ ８:30

７:30～ ８:30

13:00～13:30

12:45～13:30

受付時間

有鄰館

本荘保健センター

笹子公民館

直根公民館

紫水館

きらり（上川大内出張所）

大内農村環境改善センター

骨粗しょう症検診

乳がん検診
子宮がん・

婦人科超音波検診
ＨＰＶ検査

９:00～11:00

認知症の方本人はもちろん、その家族、地域住民、専門職な
ど誰もが気軽に集い、情報交換できる憩いの場です。認知症
や介護に関する専門職もおり、どなたでも参加できます。

①認知症の人と家族のつどい
　会場　NPO法人由利本荘にかほ市民が健康を守る会事
　務所（石脇字石脇２）
　日時　６月23日（土）　14時～15時半
　※毎週水曜10時～15時は個別電話相談を受け付けて
　います。
　参加料　無料
　問い合わせ　☎２３－４４８８　谷合さん
②森のほっとカフェ
　会場　あきた森の保健室（中田代字板井沢114－７）
　日時　６月28日（木）14時～16時
　参加料　無料（材料費実費）
　問い合わせ　☎０８０－５７４１－８６２０　小野さ
　ん

高齢者の居場所づくりとなるサロン開設や、悩みを傾聴す
るなど、自殺予防につながる取り組みに関心のある方はぜ
ひお申し込みください。

開催日　① ７月27日（金）
　　　　② ８月20日（月）
　　　　③ ９月７日（金）
　　　　④10月24日（水）
時間　13時半～15時半
会場　本荘保健センターなど
定員　40人　※原則として全回出席できる方　
申し込み　７月25日（水）まで、健康管理課へ

認知症カフェ（オレンジカフェ）をご利用
ください

自殺予防声かけボランティア養成講座

ちょっとひといき・・・

人　の動き
５月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　  （　）は前月比

人口　 77,790人   （-68）
男=37,131人  　（-29）
女=40,659人　  （-39）

世帯数 30,637世帯　（+２）

事故･違反･飲酒運転のない街に！
５月の交通事故発生状況 

　事故件数    １２件

　死亡者数   　０人

　負傷者数    １４人

５月累計 昨年同期

 　 　  ３８件

０人

４５人

６件

０人

８人
（５月３１日現在）

〈５月16日～5月31日受け付け分〉

小川　向葵ちゃん（健斗さん）東梵天

太田　希子ちゃん（圭介さん）八幡下

張　　敏行ちゃん（興国さん）東町

佐々木大樹ちゃん（勝志さん）石脇

佐々木　蛍ちゃん（  基さん  ）石脇

佐々木絢叶ちゃん（ 隆さん ）三条

小松　　菖ちゃん（大輔さん）鶴沼

大場いろはちゃん（秀平さん）鳥田目

今野　広輝ちゃん（ 誠さん ）石脇

竹内　海翔ちゃん（千佳さん）川口

佐藤　優斗ちゃん（善大さん）矢島町城内

山田　蒼空ちゃん（貴大さん）岩城内道川

佐々木結夢ちゃん（ 豊さん ）中田代

三浦　市暉ちゃん（隆太さん）西目町西目

伊庭紗李亜ちゃん（ 豊さん ）西目町出戸

佐藤　汐夏ちゃん（ 努さん ）鳥海町上笹子

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

渡部ミヨ子さん

堀　　勝彌さん

佐々木幸子さん

大日向葉子さん

池田　ミヨさん

工藤　種子さん

今野　　忍さん

北島　淳子さん

熊谷ヨシヨさん

北島一三男さん

八柳　　斌さん

池田千賀子さん

佐々木仁一さん

畠山　京子さん

伊藤のり子さん

（八幡下・85歳）

（川口・74歳）

（内越・87歳）

（井戸尻・89歳）

（石脇・69歳）

土田　運造さん
（元岩城町教育長・旧岩城町文化功労者、岩城六呂田）
５月17日永眠されました。昭和31年から15年間にわたり岩城
町議会議員、昭和46年から20年間にわたり岩城町教育長を務
め、地方自治の発展と地域の教育充実に貢献されました。また、
岩城町選挙管理委員長も務められました。平成15年岩城町文化
功労、平成27年旭日単光章。91歳。

菊地　　覚さん

髙橋ハル子さん

内藤　貞夫さん

佐々木静枝さん

進藤　久子さん

（石脇・87歳）

（小人町・74歳）

（谷山小路・87歳）

（石脇・76歳）

（谷山小路・94歳）

（松ヶ崎・88歳）

（大浦・74歳）

（松ヶ崎・76歳）

（和泉町・87歳）

（大浦・89歳）

（鶴沼・82歳）

（藤崎・76歳）

（小人町・85歳）

（大沢・99歳）

（矢島町七日町・73歳）

加藤誠之助さん

堀　　敏子さん

小野　六郎さん

神坂吉郎兵衛さん

佐々木キヨさん

佐藤　トミさん

髙橋タエ子さん

三浦フミ子さん

菊地　信八さん

梶原　米作さん

黒木　セツさん

（矢島町田中町・82歳）

（中館・77歳）

（松本・84歳）

（滝・97歳）

（東由利宿・74歳）

（東由利舘合・95歳）

（東由利老方・91歳）

（西目町西目・96歳）

（鳥海町上笹子・77歳）

（鳥海町下笹子・89歳）

（鳥海町上川内・93歳）

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や

広
報
紙
へ
の
感
想
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

あ
て
先
　
広
報
課  

「
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
真
っ
白
の
世
界
か
ら
一
変

し
て
色
と
り
ど
り
の
世
界
に

心
が
踊
り
ま
す
。
市
内
の

隅
々
ま
で
情
報
が
わ
か
っ
て

楽
し
み
で
す
。
明
る
く
楽
し

い
情
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
志
村
さ
ん
・
70
歳
・
東
由
利
地
域
）

◆
毎
月
広
報
楽
し
く
読
ん
で

い
ま
す
。
笑
売
繁
盛
の
「
寿

司
竹
」
の
お
寿
司
が
と
て
も

お
い
し
そ
う
で
す
。
「
黄
桜

ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
で

ぜ
ひ
、
走
っ
て
み
た
い
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。

（
山
崎
さ
ん
・
13
歳
・
岩
城
地
域
）

◆
母
の
日
、
２
人
の
嫁
、
そ

し
て
娘
か
ら
花
や
洋
服
な
ど

数
々
の
贈
り
物
。
特
に
２
人

の
嫁
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習

試
合
や
大
会
で
い
ろ
ん
な
所

へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
感

謝
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
、

あ
り
が
と
う
。

（
畑
山
さ
ん
・
69
歳
・
東
由
利
地
域
）
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〈５月16日～5月31日受け付け分〉

れ晴梅 雨 　
　
　
ん
勝
は
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

　
　
　
た
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
の
皆

さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
姿
を
拝
見
、
撮
影
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
心
温
ま
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  （
慶
）

　
　
　
れ
空
に
恵
ま
れ
る
こ
と
の
多
か

　
　
　
っ
た
春
の
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
。各

地
に
美
し
い
花
や
緑
が
広
が
り
、
気
持
ち

も
晴
れ
や
か
に
取
材
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
て
ラ
ッ
キ
ー
な
気
分
で
し
た
。 

　　
　
　
の
日
が
続
く
と
う
ん
ざ
り
す
る

　
　
　
人
が
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、
水

を
気
に
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
恵
み

の
雨
。空
梅
雨
や
大
雨
で
な
く
、
普
通
の

梅
雨
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
蔵
）

　
　
　
干
し
の
お
に
ぎ
り
が
大
好
き
で
、

　
　
　
お
昼
は
週
１
で
食
べ
て
ま
す
。

す
っ
ぱ
い
ク
エ
ン
酸
の
疲
れ
を
取
る
効

果
に
期
待
し
な
が
ら
、
今
年
も
今
月
か
ら

始
ま
る
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
同
好
会
に

参
加
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｔ
）


